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Livestyle では〃のメールサーバーに Outlook を接続する際の自動設定ツール「デスクトップ Outlook 設定」を

ご用意しておりますが〃現在（2007 年９月）WindowsVISTA への対応ができておりません〄 

本マニュゕルでは WindowsVISTA に Outlook2003/2007 を手動で設定し〃Livestyle をご利用頂く手順を説明

いたします〄 

 

 

 

■対象となる OS々Office 

 OS 〆Microsoft WindowsVISTA 

     • Windows Vista Business  

• Windows Vista Enterprise  

• Windows Vista Home Basic  

• Windows Vista Home Premium  

• Windows Vista Starter  

• Windows Vista Ultimate 

 

 Office 〆Microsoft Office 2007（Outlook2007）  

 Office 〆Microsoft Office 2003（Outlook2003） SP2 

 

 

■マニュゕル手順 

1. Office 別設定方法 

① WindowsVISTA + Outlook2007 の設定方法 

② WindowsVISTA + Outlook2003 の設定方法 

 

2. 自動ログ゗ンコンフゖギュレータの゗ンストール方法 

  

Outlook2003/2007 手動設定方法 

for Windows VISTA 
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■WindowsVISTA + Outlook2007  の設定方法  

※Exchange の設定は、Outlook の起動中には設定できません。Outlook を終了し進めて下さい。 

コントロールパネル ＞ メール をクリックします 

1. 「プロフゔ゗ルの表示」をクリックします 

2. 「追加」をクリックし、任意のプロフゔ゗ル名を入力します。ここでは「Livestyle」とし「OK」。 

3.  “新しい電子メールゕカウントの追加”ダ゗ゕログボックスでは、画面左下の 

ἧサーバー設定または追加のサーバーの種類を手動で構成するにチェックを入れ、「次へ」。 

4. 「Microsoft Exchange」を選択し、「次へ」 

5. Exchange Server の設定ダ゗ゕログでは、 

“MicrosoftExchange サーバー名“と“ユーザー名” を入力します。 

MicrosoftExchange サーバー 〆ex-be1.live-style.jp 

       ユーザー名   〆account@domain.com 

入力しましたら、「詳細設定」をクリックします。 

！[接続ができません]と警告が出ますが、「OK」をクリックする。 

6. 「Microsoft Exchange」ダ゗ゕログが表示されたら、“接続”タブをクリックします。 

7. 下部、“外出先で Outlook を使う” 

ΓἧHTTP を使用して MicrosoftExchange に接続する“  

にチェックをし、「Exchange のプロキシ設定」をクリックします。 

8. 接続設定にて“Exchange 用のプロキシサーバーへの接続に使用する URL”に 

「 mail.live-style.jp 」と入力します。 

9. Γἧ高速のネットワークでは、HTTP で接続してから TCP/IP で接続する“にチェックを入れます。 

10. プロキシの認証設定には|▼|プルダウンメニューで“基本認証”を選択し、「OK」をクリックします。 

11. 再度「OK」をクリックします。 

12. “5”の画面に戻りましたら、「名前の確認」をクリックし、ユーザー名/パスワードが要求される事

を確認します。 

13. ユーザー名〆account@domain.com 

パスワード〆任意のパスワードを入力します 

14. ユーザー名に入力したメールゕドレスが、“お客様登録の名前”となり、ゕンダーラ゗ンが引かれた

事を確認してださい。 

15. 「次へ」 

16. 「閉じる」「閉じる」「OK」「閉じる」にてゕカウント設定は終了になります。 

17. Outlook2007 を起動します。 

※起動時に、ユーザー名/PASS を聞かれます。 

WindowsXP にて自動設定を行った際と同様に、Outlook の起動時にパスワードの入力する 

「自動ログ゗ンコンフゖギュレーター」は“■自動ログ゗ンコンフゖギュレータの゗ンストール方

法”にてご説明します。 

18. Outlook2007 画面右下 にて 

「すべてのフォルダは最新の状態です」となりましたら、Outlook の設定は完了になります。 

mailto:account@domain.com
mailto:account@domain.com
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■WindowsVISTA + Outlook 2003  の設定方法  

※Exchange の設定は、Outlook の起動中には設定できません。Outlook を終了し進めて下さい。 

コントロールパネル ＞ メール をクリックします 

1. メール設定のダ゗ゕログが表示されましたら「プロフゔ゗ル」をクリックします 

2. 「追加」をクリックし、任意のプロフゔ゗ル名を入力します。ここでは「Livestyle」とし「OK」。 

3. 「電子メールゕカウント」のダ゗ゕログボックスが表示されましたら、「次へ」をクリック 

4. 「電子メールゕカウント サーバーの種類」のダ゗ゕログボックスが表示されましたら、 

「Microsoft Exchange Server」を選択し、「次へ」をクリック 

5. Exchange Server の設定ダ゗ゕログでは、 

“MicrosoftExchange サーバー名“と“ユーザー名” を入力します。 

MicrosoftExchange サーバー 〆ex-be1.live-style.jp 

       ユーザー名   〆account@domain.com 

入力しましたら、「詳細設定」をクリックします。 

！[接続ができません]と警告が出ますが、「OK」をクリックする。 

6. 「Microsoft Exchange」ダ゗ゕログが表示されたら、“接続”タブをクリックします。 

7. 下部、“外出先で Outlook を使う” 

ΓἧHTTP を使用して MicrosoftExchange に接続する“  

にチェックをし、「Exchange のプロキシ設定」をクリックします。 

8. 接続設定にて“Exchange 用のプロキシサーバーへの接続に使用する URL”に 

「 mail.live-style.jp 」と入力します。 

9. Γἧ高速のネットワークでは、HTTP で接続してから TCP/IP で接続する“にチェックを入れます。 

10. プロキシの認証設定には|▼|プルダウンメニューで“基本認証”を選択し、「OK」をクリックします。 

11. 再度「OK」をクリックします。 

12. “5”の画面に戻りましたら、「名前の確認」をクリックし、ユーザー名/パスワードが要求される事

を確認します。 

13. ユーザー名〆account@domain.com 

パスワード〆任意のパスワードを入力します「OK」をクリックします。 

14. ユーザー名に入力したメールゕドレスが、“お客様登録の名前”となり、ゕンダーラ゗ンが引かれた

事を確認してださい。 

15. 「次へ」 

16. 「閉じる」「閉じる」「OK」「閉じる」にてゕカウント設定は終了になります。 

17. Outlook2003 を起動します。 

※起動時に、ユーザー名/PASS を聞かれます。 

WindowsXP にて自動設定を行った際と同様に、Outlook の起動時にパスワードの入力する 

「自動ログ゗ンコンフゖギュレーター」は“■自動ログ゗ンコンフゖギュレータの゗ンストール方

法”にてご説明します。 

18. Outlook2003 画面右下にて 

「すべてのフォルダは最新の状態です」となりましたら、Outlook の設定は完了になります。 

mailto:account@domain.com
mailto:account@domain.com
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■自動ログインコンフィギュレータのインストール方法 

※現状では、VISTA 環境に「デスクトップ Outlook 設定」による自動設定ツールは使用できませんが、 

本ツールに含まれる「自動ログ゗ンコンフゖグレーター」は、WindowsVISTA 環境においても、

Outlook2003/2007の起動時に毎回問い合わせされるID/PASSを自動的に入力するツールとしてご利用いただ

けます。ここで設定する自動設定ツールは、プロフゔ゗ルの設定が失敗する事を前提に進めさせて頂きます。 

 

 

1. Livestyle 管理 Web サ゗ト( https://cps.live-style.jp )にユーザー権限でログオンしてください。 

 

2. Hosted exchange 2003 メニュー内の「デスクトップ Outlook 設定」をクリックします。 

 

 

 

3. 「デスクトップ Outlook 設定」の画面にて 

1. Outlook のログ゗ンに upn を使用します〆ἧをします。 

2. 言語を「日本語」のまま 

3. 「実行フゔ゗ルのダウンロード」をクリックします 

4. “フゔ゗ルのダウンロード”ダ゗ゕログでは、「実行」をクリックします 

5. Interner Explorer の警告ダ゗ゕログでも「実行する」をクリックします 

6. ユーザーゕカウント制御が働きましたら「許可」をクリックします 

7. プロフゔ゗ルコンフゖギュレーターダ゗ゕログでは、「構成」をクリックします 

8. デスクトップ右下の ゕ゗コンを右クリックし、「構成」を選択します 

9. 表示されるログ゗ン情報内のユーザー名が「account@domain.com」となっている事を

確認してください。 

 

4. Outlook2003/2007 を起動します。 

Outlook2003/2007 が起動し、ID/パスワードを問い合わせるダ゗ゕログボックスが表示後、 

自動的にパスワードが入力される事をご確認ください。 

 

 

 

以上で、Windows VISTA 環境での手動設定による Livestyle への Outlook の接続は終了でございます。 

WindowsVISTA の販売後９か月が経ちますが、依然として「デスクトップ Outlook 設定」が対応できずにご迷

惑をおかけしておりまして申し訳ございません。 

 

https://cps.live-style.jp/

